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１．はじめに

　安威０号墳は安威古墳群のなかで、最も西に位

置する古墳である。1981 年に茨木市教育委員会

による調査がおこなわれ、その調査の概要が報告

されている（奥井 1982）。上方作系浮彫式神獣鏡

や斜縁神獣鏡など中国後漢代の青銅鏡や石釧など

が出土しており、三島地域の前期末から中期初頭

に位置づけられる古墳として知られている。

　安威０号墳の埋葬施設である粘土槨について

は、奥井 1982 では文章と写真のみの報告であっ

たが、『新修茨木市史』でその平面図が報告され

た（廣瀬 2014）。本稿はこの平面図に加え粘土槨

の断面図を紹介することで、粘土槨についてより

詳細な報告をおこない、安威０号墳の評価に資す

ることを目的とする。

　なお、安威０号墳の概要については、本誌別稿

（河野・清水 2016）で述べたため、本稿では省略

する。

２．安威０号墳の粘土槨について

　安威０号墳では、１号粘土槨と２号粘土槨が検

出されている。その平面図と断面図を図１に示し

た。両者は重複することなく、独立した墓壙をも

つ。そのため、「２基を一組とするような整然と

した位置関係にあることから、近しい時期に相次

いで埋葬がなされた」と推測されている（廣瀬

2014）。

　１号粘土槨と２号粘土槨の先後関係についてみ

ておく。２号粘土槨は１号粘土槨を構築する際に

盛られた 13 層を切って構築されている。この切

り合い関係から、１号粘土槨⇒２号粘土槨の順に

構築されたと考えることができる。以下、粘土槨

ごとにみていく。

　１号粘土槨　9 〜 12 層は粘土である。13 〜 16

層は黄褐色から白濁色を呈する砂層で、盛土であ

る。6・7 層はジャリ層・砂層で、棺の陥没にと

もない流入した層と考えられる。7 層上面では赤

色顔料が検出されており、木棺底部に塗布された

ものと推測される。5 層は粘土槨を構成する粘土

の再堆積である。粘土槨の断面形状から、棺は割

竹形木棺と考えられる。

　２号粘土槨　1・3・4 層は粘土である。そのう

ち 1層は棺の陥没にともない、一部が棺方向へ流

れている。2 層は砂層で、棺の陥没にともない流

入した層と考えられ、赤色顔料が検出されている

（註１）。粘土槨の断面形状から、１号粘土槨と同

じく、棺は割竹形木棺と考えられる。

３．粘土槨の構築過程について

　上記の堆積状況をふまえたうえで、粘土槨の構

築過程について若干の検討をおこなう。

　１号粘土槨　①まず、地山を削平する。②棺を

設置する箇所を浅く掘り込む。③周囲に盛土をす

る（13 〜 16 層）。④棺床粘土（9 〜 12 層）を設

置する。⑤割竹形木棺を設置する。⑥棺内部に副

葬品の配置、赤色顔料の塗布をおこなう。⑦棺蓋

を設置する。⑧盛土（8層）をおこなう。ただし、

②と③の先後関係については証明が不可能であ

る。また、⑦と⑧の先後関係についても証明不可

能なものの、8 層が上部に続いていたと仮定する

ならば、上記の順が想定される。一方、ここで面

を形成し、葬送儀礼をおこなった可能性も想定さ

れる。

　２号粘土槨　①まず、盛土（13 層および地山？）

を削平する。②棺を設置する箇所を断面Ｕ字状に

掘り込む。③棺床粘土（4 層）を設置する。④棺

側粘土（1・3 層）を設置する。⑤割竹形木棺を

設置する。⑥棺内部に副葬品の配置、赤色顔料の

塗布をおこなう。⑦棺蓋を設置する。

　両粘土槨とも上部の構造については不明だが、

棺の陥没に伴い地山と同じ砂層の流入が認めれる

点は注目される。被覆粘土が薄いなど簡略化して

いた可能性が想定される。

　以上、若干の推測を含むが、断面図から想定可

能な粘土槨の構築過程を示した。

４．粘土槨からみた安威０号墳の時期

　安威０号墳は滑石製勾玉の副葬、さらには短冊

形鉄斧と直刃鎌の副葬から、古墳時代前期末から

中期初頭にかけての築造時期を想定できる（廣瀬
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の底に円礫を厚く敷いた上に粘土床を設けるもの

（ＮＢ）、土壙の底をＵ字形に掘りくぼめて粘土を

貼りつけ粘土床とするもの（ＮＣ）に分類し、前

期のなかでもＮＣを最も後出するものと位置づけ

た（都出 1979）。

　中期以降、前期の粘土槨とは異なり、台状の棺

床をもうけず掘り込みに棺を置く、墓壙底に礫敷
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1 青灰色粘土

2 黄褐色砂層（赤色顔料を含む）

3 青灰色粘土

4 青灰色粘土

5 青灰色粘土

6 黄濁色砂ジャリ層

7 黄濁色砂層（上面に赤色顔料付着）

8 黄色砂ジャリ層（盛土）

9 青灰色粘土
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10 青灰濁色粘土（9層と同一と考えられるが、粘土がもろい。）

11 青灰濁色粘土

12 青灰色粘土

13 白濁色砂層（盛土）

14 黄白色砂層（盛土）

15 黄濁色砂ジャリ層（地山と 16 層の互層）

16 黄濁色砂層（盛土）

17 青灰色粘土層（3層が浸食したもの）

18 黄褐色砂層（地山）
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図１　安威０号墳粘土槨　平面図・断面図

（右 :１号粘土槨　左 :２号粘土槨）

2014、河野・清水 2016）。

　ここでは、先学の研究を参考に、粘土槨からみ

た安威０号墳の時期的な位置づけをおこない、副

葬品からみた時期との整合性について検討してお

きたい。

　粘土槨の分類をおこなった都出比呂志は、土壙

の底に直接粘土床を設置するもの（ＮＡ）、土壙
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をおこなうなど大がかりな排水設備をもたない、

被覆粘土が薄くなることなどが指摘されている

（森下 2003）。

　安威０号墳の１号粘土槨、２号粘土槨ともに地

山を掘り込んで、粘土槨が構築されていた。また、

被覆粘土は不明ではあるものの、簡略化されてい

た可能性を想定できる。

　上記の粘土槨の特徴を踏まえると、粘土槨から

みた安威０号墳の時期は、副葬品から想定される

前期末から中期初頭にかけての時期と矛盾しない

ことになり、上記の見解を補強する材料となる。

５．おわりに

　本稿では、安威０号墳の粘土槨を紹介した。１

号粘土槨・２号粘土槨ともに礫敷を採用しない簡

素な粘土槨である。一方、両者の違いに着目する

と、以下の点を挙げることができる。①１号粘土

槨は浅い掘り込みをもつのに対して、２号粘土槨

は断面 U字状の掘り込みをもつ。②１号粘土槨は

棺床部と棺側部の違いは明瞭ではないのに対し

て、２号粘土槨は深い断面Ｕ字状の掘り込みの下

部に棺床粘土を設け、掘り込みの肩上に棺側粘土

を置く。③１号粘土槨は棺の周囲のみに棺床粘土

を設置するのに対して、２号粘土槨は棺側粘土を

掘り方いっぱいに置く。

　安威０号墳は副葬品から古墳時代前期末〜中期

初頭の築造時期が想定されており、かつ１号粘土

槨と２号粘土槨はその位置関係から、近しい構築

時期が想定されている（廣瀬 2014）。以上を踏ま

えると、前期末から中期初頭にかけての短い間に、

同一古墳内で粘土槨の構築に変化が認められるこ

とになる。

　本稿は粘土槨の報告が主たる目的であり、この

報告が安威０号墳の評価に少しでも寄与すること

を望む。

　最後に、本稿の執筆にあたり、当時の調査担当

者である奥井哲秀氏に多大なご教示をいただい

た。また、粘土槨の平面図のデータを茨木市市史

編さん室からご提供いただいた。記して、謝意を

表します。

註

１）奥井 1982 では、2 層は「内部床面をきっちりとし

た U 字形にするために、砂を最も厚いところで約 5cm

入れた」と考えられているが、本稿では１号粘土槨の 6・

7 層と同様、棺の陥没にともない流入した層と考えた。

これは２号粘土槨の出土状況図に記された遺物のレベ

ルと齟齬は生じない。
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